




膜性増殖性腎炎Ⅰ型6例の腎糸球体にⅠ型,Ⅲ型コラーゲンがみられた。また,急性型に比

べ慢性型が強くみられた。Ⅰ型,Ⅲ型コラーゲンは微少糸球体変化にはみられないことから,

本症の腎糸球体内細胞,おそらくメサンギウム細胞により産生され,慢性化機序の一つの関

与する因子となっているものと思われた。 


